
LESSON STUDIO WHITE PAPER

保護者を「お客様」から
「最強のパートナー」に
変えるコミュニケーション術

理不尽な要望を未然に防ぎ、家庭と二人三脚で
子どもを育てるための実践ガイド

個人運営の習い事教室・先生向け
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01 / REFRAME

関係がこじれる前に、立ち位置を変える

先生＝サービス提供者
保護者＝評価する人

会話は「払った分に見合うか」「希望どおりか」に
寄りやすく、結果だけで関係が揺れます。

満足・不満

先生＋保護者
＝子どもの育成チーム

教室の観察と家庭の情報を持ち寄り、「次に何を試
すか」を一緒に決められます。

子どもの変化

→

目指すのは「何でも応える関係」ではなく、同じ目的に向かって役割を持ち寄る関係。
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02 / PREVENT

要望が強くなるのは、期待の空白があるとき

01
指導が
見えない

何を見て、なぜその課題を出したのか
が家庭に届かない。

結果だけで判断される
→「もっと○○して」

02
役割とルールが
曖昧

振替、宿題、連絡時間、家庭での支援
範囲が暗黙のまま。

都度交渉になる
→「今回だけ特別に」

03
次の連絡が
途切れる

相談を受けた後、いつ返事が来るのか
分からない。

不安が増幅する
→催促・連投・強い表現

予防の核心
空白を先回りして埋める。「見える・決まっている・次が分かる」をつくる。
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03 / FOUNDATION

最強のパートナー関係は、4つの合意でできる

01 目的

何ができるようになれば「前進」か。
本人の目標も言葉にする。

02 役割

教室・家庭・本人が担うことを分け
る。

03 境界

対応時間、振替、個別対応、安全、
料金。

04 リズム

報告頻度、面談時期、見直すタイミ
ング。

子どもの
成長

共通の目的

役割の分担

健全な境界

対話のリズム
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04 / ONBOARDING

入会時に、小さな「コミュニケーション契約」を結ぶ

✓ 教室の成長観・指導方針 ✓ 連絡チャネルの一本化

✓ 返信時間帯と目安日数 ✓ 欠席・振替・遅刻のルール

✓ 家庭でお願いする声かけ ✓ 相談・面談の予約方法

✓ 緊急時と通常連絡の区別 ✓ 合意を見直すタイミング

伝え方の例

制限を増やすためではなく、先生・ご家庭・
お子さまが安心して学びに集中できるよう、
最初に連絡の約束をそろえています。

“規則の読み上げ”ではなく、互いを守る「安心の設計図」として共有しま
す。
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05 / REPORT

報告は「評価」ではなく、観察 → 意味 → 次の一手

OBSERVE

見た事実

回数、時間、場面、本人の言葉。性格の決め
つけを避ける。

MEANING

先生の見立て

断定ではなく仮説として、「〜のようです」。

NEXT

次に試すこと

教室で1つ、家庭にお願いするなら1つ。

避けたい報告

「今日は集中できていませんでした。ご
家庭でも、もっとしっかり取り組ませて
ください。」

→

パートナーを生む報告

「開始10分、難しい問題で手が止まる場面が3回ありました。3分ずつに区切
ると再開できたため、次回も同じ方法を試します。ご家庭では宿題の始め方に
変化はありますか？」
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06 / LISTEN

保護者を巻き込む質問は、1つでいい

1
回の報告に
1つの質問

TYPE 01 家庭で見えるサイン

「家では、自分から始める日が増えていますか？」

TYPE 02 本人の興味・選好

「最近、本人が夢中で話していることはありますか？」

TYPE 03 生活の変化

「睡眠や学校行事など、今週いつもと違うことはありましたか
？」

質問は「家庭でも指導してください」ではなく、先生には見えな
い情報を貸してください、という形にします。
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07 / FIRST RESPONSE

苦情の初動は、結論より「受け止めた証拠」

1

最後まで受ける

反論を急がずメモ

2

心配を言葉に

感情を理解したと示す

3

事実を分ける

いつ・どこで・誰が

4

求めを確認

一番の確認点を1つ

5

次の期限

返答日時を示す

最初のひと言
「ご心配の中、ご連絡くださりありがとうございます。まず状況を正確に確認したいので、順にお話を伺って
もよろしいでしょうか。確認のうえ、明日18時までにこちらからご連絡します。」

参考：大阪府教育委員会「学校・家庭・地域をつなぐ 保護者等連携の手引き」
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08 / BOUNDARY

共感と引き受けは、別物です

できる
通常対応で解決
事実確認、説明、教室内での調整、次回の観察。

要相談
時間を置いて判断
例外的な振替、個別教材、継続的な特別対応。

できない
安全・公平・専門性を守る
他児への不公平、指導外の保証、深夜対応、危険な要求。

断るときの4ステップ

1 気持ち・目的を受け止める

2 教室の基準を短く示す

3 可能な代案を1つ出す

4 合意を確認する

早く追いつかせたいお気持ちは理解しています。追加レッスンは月2回までです。
代わりに自宅用の10分課題をお渡しします。この進め方でよいでしょうか。
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09 / ESCALATE

個人教室だからこそ、一人で抱えない線を決める

! 同じ要求が続く

基準と代案の説明後も、例外を繰り返
し迫られる。

! 侮辱・威圧・脅し

人格否定、過度な連投、危害を示唆す
る表現。

! 安全に関わる

子ども・先生・他の生徒への危険が考
えられる。

! 専門外の判断

法律、医療、発達など専門機関の判断
が必要。

その場で「解決」しない

記録する

日時・発言・対応・次の約束を、感想と分けて残す。

いったん止める

「確認して○日までに返答します」と区切る。

外に相談する

同業者、専門家、自治体の相談窓口など。

※本資料は一般的なコミュニケーションの考え方です。安全上の懸念や法的・医療的判断が必要な場合は、状況に応じて適切な専門機関へご相談ください。
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10 / RHYTHM

月1回・10分の共育ミーティングで、認識をそろえる

0–2分 まず、強み
最近よかった行動・本人らしさを1つ。

2–4分 小さな変化
前月と比べて伸びた点を観察事実で。

4–6分 今の課題
一度に扱う課題は1つ。原因は仮説。

6–8分 役割を決める
教室・家庭・本人が次までに試すこと。

8–10分 次の確認日
いつ、何を見て判断するか。

10 分

トラブルが起きる前に、
話す理由をつくる。

連絡が「問題のときだけ」になると、
1通の重さが増します。短い定例対話
で、相談を日常に戻します。

最後は「次回までの1つ」で終える。

参考：EEF “Working with Parents to Support Children’s Learning”
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11 / CHANNEL

チャネルごとの役割を決めると、連絡疲れが減る

予定・基本情報 共有ページ 開講日、休講、持ち物、規約など「何度も確認する情報」

日々の短い報告 定例メッセージ 観察 → 意味 → 次の一手を、決めた頻度で

相談・方針調整 予約面談 文字で往復せず、目的と所要時間を決めて話す

緊急連絡 指定の電話 安全・当日の送迎など、緊急条件を明文化

SINGLE SOURCE 「どこを見れば最新か」を1つにする。口頭・紙・SNSで情報を増殖させない。
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12 / COPY & USE

そのまま使える、3つの文例

入会時

期待をそろえる

「この教室では、短期的な結果だけでな
く、本人が自分で取り組む力を育てます。
教室での様子は月○回ご報告します。ご
家庭で気づいた変化も、1つ教えていた
だけると指導に生かせます。」

TEMPLATE 01

相談を受けた直後

初動を整える

「ご不安な中、ご連絡ありがとうござい
ます。まず事実を確認し、○日○時まで
にお返事します。今回、一番確認したい
点は『○○』という理解で合っています
か？」

TEMPLATE 02

要望に応えられないとき

境界と代案を示す

「○○を望まれるお気持ちは理解してい
ます。一方、教室では公平性のため△△
としています。代わりに□□であれば対
応できます。この方法で次回まで様子を
見るのはいかがでしょうか。」

TEMPLATE 03
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13 / 30-DAY PLAN

30日で「良い先生の勘」を、再現できる仕組みにする

WEEK 01 1
方針と境界を
言語化

✓ 成長観を3行に

✓ できる／要相談／不可

✓ 返信時間を決める

WEEK 02 2
文例と記録を
用意

✓ 報告テンプレート

✓ 初動メモ

✓ 断り方の文例

WEEK 03 3
1家庭で
試す

✓ 質問は1つだけ

✓ 10分面談を実施

✓ 反応を記録

WEEK 04 4
共有場所を
一本化

✓ 最新情報の置き場

✓ 保護者へ再案内

✓ 毎月の見直し日

30 完璧な文章より、「いつも同じ流れで伝わる」安心感をつくる。

参考文献 大阪府教育委員会「学校・家庭・地域をつなぐ 保護者等連携の手引き」／ Education Endowment Foundation “Working with Parents to Support Children’s Learning”

https://www.mext.go.jp/content/20251218-mxt_syoto02-000006216_06.pdf
https://educationendowmentfoundation.org.uk/education-evidence/guidance-reports/supporting-parents
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HATOP / FOR LESSON STUDIOS

伝える仕組みから、
信頼は育つ。
スケジュール共有＆HP開設サービス「HATOP」

教室の予定と基本情報を、保護者がいつでも確認できる場所へ。コミュニケーショ
ンの“空白”を減らし、指導に集中できる土台を整えます。

基本
無料 HATOPを見てみる →

※最新の提供内容・利用条件は公式サイトでご確認ください。 https://hatop.vercel.app/

https://hatop.vercel.app/
https://hatop.vercel.app/

